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■年9月 198の 戦争法奎tか らl Ll年となる同lS月 10日 あ いにく合回16gの 影
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「ストップ戦争法 1親がかり回山」の中間Ⅲ如 るが要まり 帰 りを急く人に既争法廃
上を訴えた IIH争と車行がら1周年 この9を忘れないJと の共遷の日いが 定 を

動かしたのにろう こ の日 全 日で同し帳な行切が取り組まれた (8Fと 文■:野崎)
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【覚県連合連絡〕
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